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きいて・めもして・こたえよう 小2　No.14

いもほりえんそくの　おしらせ

なまえ

きくめあて 「ばしょ」「もちもの」「ふくそう」を　おとさずに　ききま

しょう。

日・ばしょ・出ぱつ
ひ しゅっ

もちもの

ふくそう
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いもほりえんそくの　おしらせ 小2　No.14｜おしらせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

いもほりえんそくの　おしらせです。

十月十五日、水よう日に、バスに　のって、村の　いもばたけへ　行きます。学校を　

九時に　出ぱつします。

もちものは、おべんとう、水とう、レジャーシート、そして　ほった　いもを　入れる　

ビニールぶくろです。

土で　よごれるので、よごれても　よい　ふくを　きて、ぼうしを　かぶって　来て　

ください。手ぶくろも　あると　べんりです。

めものれい

十月十五日（水）バス　村の　いもばたけ　九時出ぱつ

べんとう・水とう・シート・ふくろ

よごれてよい　ふく・ぼうし（手ぶくろも）

こたえと かいせつ

（1）ア（バス）

「バスに　のって、村の　いもばたけへ　行きます」と　いって　いました。

（2）九時

「学校を　九時に　出ぱつします」の　ところです。

（3）ア（ビニールぶくろ）

「ほった　いもを　入れる　ビニールぶくろ」と　いって　いました。
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